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970　　　　　　　　　　　　　　　バミンタロフト糸状虫症の臨床的研究補遺
其．の　地
相の中心地である横浜，浜里及び唐崎部落などほ
村役場の指導宜Lきを得て人家内外の清掃，排水も
漸時政著され衛生思想も向上Lつゝある様に見受け
られるが，大江川上流の一般純農家の民度，生酒環
境，習慣には遺憾の点が多い。蚊帳，蚊取線香，
B，臥C等の保有，使用の状況等も全村に亘り各部
落別に調査を行ったがその活用の実態をつかむこと
は出来なかった．
昇天草　　紙　括
糸状虫症の疫学的調査は殆んど全国に亘り
多数の研究者に依り報告されてゐる。しかし
之等の成績は一地慣少人数の調査の集積で分
布の大ざつばな概況が明らかにされたのみで
糸状虫疫学の横の一面を示すに過ぎない。
著者が天草大江村を選び満7才以上の殆ん
ど全村民に就いて行った調査成績は浸渾地に
於ける糸状虫症の土着，華延の真相，流行病
学上置かれてゐる現状，．・更に蔓延と風土，環
境との関係を考察する上に∵参考贅材となる
と信ずる。
1）全村の視横着2272暑中仔虫保有者325
名（14．301±0．734鬼〕，有症状者241名（10・
607±0．646％），感染者ヰ85名（21・347±0・77
6％）で本村の感染率は九州各地のそれと比
較しても上位に任するものと云はなければな
らない。発見した仔虫は絶てバンクロフト種
で呈する症状も概ね之に一致してゐる。
症状は糸状虫性熱発作｝精系琳巴管炎等の
急性期症状を始めとして陰嚢水腫，乳靡尿，
象皮病，及び糸状虫性股，鼠提淋巴腹腔賑の
6種であるが他に糸状虫に起因すると思われ
る幾多の不定の症状が見られる。器質的病変
としては男子の陰嚢水陸が最も多くl，乳頗尿，
象皮病は女子に多い中
2）年令別に感染状況を軋ると9才以下に
既に1名の仔虫保有者を認め，仔虫保有率に
年令の進むに従って上昇し10才台では既に
146名（2ヰ．∫38－±1．116％），20才台52名（15・0
72±0．∫56％〕と高率を示し老年者ではかえ
って保有率は低下の傾向が見られる。有症状
者は9才以下は皆無，30才以下には非常に少
く大部分は無症状仔虫保有者である．年令と
共に有症状仔虫陰性者が増加する．症状より
見れば仔虫陽性率は急性期症状に高く高年の
及　考　察
病歴の古い患者では低下する。症状の初発は
20才台30才台に多レ㌧流行病学的に見て感染
源としての意義は仔虫保有者にあるが，その
大半が10才一3ロ才の青少年層に，しかも無症
1
状仔虫保有者として存在してゐることは注目
すべき事で，本症の予防，撲滅を企図する上に
忘れてはならない事実である．叉青少年層の
仔虫保有率の高低は現在の糸状虫蔓延の消長
計示すバロメーターともなるべきものでこの
点ホら考えれば本村の糸状虫の蔓延は決して
下火ではなくむしろ上昇線にあると見るのが
安当であろう。しかし有症状者の既往症にあ
る初発年令は殆ん－ど20才台にあるが之を現在
の20才台の有症状背教と比較して見ると現在
に於ては一昔以前より確かに症状の発生は減
少してゐる感を受ける．
3）村内7部落別に按摩の状況を上ヒ校する
と西部落は194名中100名（51－546±3・349％），
と非常に高い感染率を見るにもかゝわらず浜
里部落には全く同症の発生を見ていなレ㌧
概ね山ぎいの部落に感染率が高く海岸に画
した平坦地忙少く感染率に非常な差異が見ら
れる。今各部落の風上，環境の二三の調査所
見との関係を見ると，西，野中，越崎，里の
各部落は山を背にして人家が点在し薮，木立
が繁茂し，湧水が多く一般に豪のまわりの排
水が不良である。叉この地方は特有の南乃至
南東風が多く風通しがわるい等に蚊族の発生，
棲息寿命維持に都合のよい訂然環境が見られ
る．叉殆んどが純農家で農家一人当りの耕作
面鏡が横浜，浜里，唐崎の各部藩に上ヒして格段
に贋く従って労働時間が長く蚊の刺嘆による
感染，及発病の二次的原因にさらされる横会
が多い事が想像される。飼高教も多く吸血源
としての家畜及び不潔なる畜舎を目当て匹虫胃
森　　　　　　　　口
薬する蚊が家人を襲ふ公算も大である．
家屋内外の清潔整頓，生活態度などから見
ても衛生思想の挟除は被うふべきもない．更
に蚊帳．蚊取線香，B，H，Cの保有，使用等
防蚊処置普及程度を調査したがその冥態を明
かにすることは不可能であった。
糸状虫の蔓延分布の状況から見てもそ甲浸
浬の程度は風土環境と密接な関係があり都合
帯七章　　む
天草島大江村に於て満7才以上の殆んど全
村民収就き糸状塊症の浸浬状況を調査し次の
結果を得た。
1〕村民2272名中感染者485名（21．347±
0．766％），仔虫保有者32∫名（14．301±0．734
％）有症状者241名（10．607±0．646％）で高い
浸浬度を認めた。
2）発見した仔虫は繚て「バンクロフト」
種で症状も之に」致する．
3）青少年層特に拍才以下に多数の感染者
■
を発見し，・串状虫症の蔓延は今侍増加の傾向
にある。
97．1
のよい条件下に於て始めて糸状虫症は蔓延し
風土病の形にて根強く土煮するものと考えら
れるが，それは多数の複椎な因子の綜合され
たもので仲々之を明かにすることは困難であ
る。著者が得た所見を以てその条件の総てを
説明することは勿論不可能であるがその一国
を卑Lてゐることは否定出奔なレ㌧
す　　　ぴ
4）村内各部港間の浸浬度に甚しい濃淡が
あり西部落の感染率（51・546±3・349％〕を最
高に野中，越崎，里等の山ぞひの部落に高く
唐崎，横浜等海岸に画した平坦部落に少い。
殊に浜里部革には感染者を見ない。狭院なる
－村円にありても地域により共感染率に非常
な大差があり，在来各地の浸浬状況調査に際
して行はれて束た一部住民のピック，アップ
式採血調査成績に就いて・は今後大いに考慮を
要することを知った．．
5）授産の高い部落に於ては之を助長する
風土段＝境条件があること・を見た．
■．1
精華に臨み熱心な御指導，御校閲を賜った北村教授；片峰助教茸，更に環境，風土調査に懇切■
な御指導を賜った大森教授に深甚の謝意を表す．　　　！
．簡素研究に当りて一部文部省科学研究費補助金の援助を受けたことを記して謝意を表する．
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